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　11月16日㈰に開催された第13回もくらくぞ
っき（木落）そばまつり。地元産そば粉100％
の風味豊かな味わいは毎年大好評です。地元
有志の皆さんは、約600食分の準備に追われ
て大忙しでした。

愛称「だんだん」は、方言のあいさつ「だんだんどうも」、「河岸段丘・棚田」、「ステップアップ」などを表しています。
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・・・・・ 2-3

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4-6
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●おめでとうございます　叙勲・褒章・表彰
●人事行政事情のお知らせほか
●中学生の税に関する作文・標語ほか
●地域の風～支所からのたより～
●Oh!ｍｙ クラス／なじょもなじょもほか
●まちの話題 TOWN TOPICS
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●この時　熱中・夢中
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おめでとうございます

叙勲・褒章・表彰

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章 　さまざまな分野で永年にわたり活躍・貢献した皆さんが国などから表彰

されました。晴れの栄誉に輝いた皆さん、おめでとうございます。

小杉　軍平さん
(四日町４・70歳)

　
永
年
に
わ
た
り
、
納
税
貯
蓄
組
合
の
仕

事
に
従
事
し
た
功
績
で
、
小
杉
軍
平
さ
ん

が
秋
の
叙
勲
に
輝
き
ま
し
た
。

　
小
杉
さ
ん
は
、
昭
和
40
年
に
十
日
町
大

井
田
納
税
貯
蓄
組
合
に
従
事
。
昭
和
51
年

か
ら
現
在
ま
で
十
日
町
大
井
田
納
税
貯
蓄

組
合
長
を
務
め
る
ほ
か
、
平
成
13
年
か
ら

十
日
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
、
新

潟
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
副
会
長
を

務
め
る
な
ど
、
納
税
に
関
す
る
意
識
の
向

上
に
努
力
し
ま
し
た
。

　
小
杉
さ
ん
は
、「
現
在
で
は
振
り
替
え

納
税
が
主
と
な
り
、
納
税
貯
蓄
組
合
の
役

割
も
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
き
ま
し

た
。
最
近
は
、
中
学
生
を
対
象
に
し
た
税

に
つ
い
て
の
作
文
を
募
集
し
、
表
彰
す
る

な
ど
、
税
に
対
す
る
啓
も
う
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
税
金
を
正
し
く
納
め
る

こ
と
で
国
が
成
り
立
つ
こ
と
を
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
理
解
し
て
い
ま
す
。
彼
ら

の
税
に
対
す
る
純
真
な
気
持
ち
を
大
切
に

し
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

山口　誠士さん
(下条3・83歳)

　
永
年
に
わ
た
り
、
地
域
保
健
医
療
活
動

に
従
事
し
た
功
績
で
、
山
口
誠
士
さ
ん
が

秋
の
叙
勲
に
輝
き
ま
し
た
。

　
山
口
さ
ん
は
、
昭
和
29
年
に
当
時
無
医

地
区
で
あ
っ
た
下
条
地
域
の
住
民
の
強
い

要
請
に
応
え
て
診
療
所
を
開
設
。
昭
和
33

年
か
ら
は
㈳
十
日
町
市
中
魚
沼
郡
医
師
会

の
理
事
に
就
任
し
会
長
職
も
務
め
る
な

ど
、
十
日
町
地
域
の
み
な
ら
ず
魚
沼
地
域

全
体
の
医
療
向
上
に
貢
献
し
ま
し
た
。
ま

た
、
地
域
の
幼
稚
園
や
老
人
福
祉
施
設
の

設
立
に
も
尽
力
し
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
山
口
さ
ん
は
、「
受
章
し
て
戸
惑
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。
町
医
者
と
し
て
、
目
の

前
の
課
題
に
そ
の
都
度
向
か
い
合
っ
て
き

た
だ
け
で
す
。
昔
は
往
診
で
全
て
の
家
を

回
る
こ
と
が
地
域
医
療
で
し
た
が
、
今
で

は
病
診
連
携
を
大
切
に
し
な
が
ら
市
民
の

健
康
の
た
め
に
、
時
代
と
共
に
変
わ
る
地

域
医
療
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
納
税
功
労
）

（
保
健
衛
生
功
労
）

清水　善三さん
(高原田・78歳)

　
永
年
に
わ
た
り
、
消
防
団
活
動
に
従
事

し
た
功
労
で
、
清
水
善
三
さ
ん
が
秋
の
叙

勲
に
輝
き
ま
し
た
。

　
清
水
さ
ん
は
、
昭
和
29
年
５
月
に
旧
千

手
町
消
防
団
に
入
団
し
て
以
来
、
平
成
15

年
４
月
に
退
団
す
る
ま
で
の
約
49
年
間
に

わ
た
り
地
域
の
防
災
活
動
に
貢
献
。
平
成

５
年
か
ら
退
団
ま
で
の
間
は
旧
川
西
町
消

防
団
団
長
と
し
て
団
員
の
指
導
・
育
成
に

あ
た
り
ま
し
た
。
平
成
元
年
に
は
永
年
勤

続
功
労
章
を
、
平
成
13
年
に
は
功
労
章
を

消
防
庁
長
官
か
ら
受
章
し
て
い
ま
す
。

　
清
水
さ
ん
は
、「
地
域
や
家
族
、
団
員

み
ん
な
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
。
一
人
で

は
と
て
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
番
の

思
い
出
は
、
団
長
に
任
命
さ
れ
た
年
に
町

か
ら
団
旗
を
新
し
く
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
。
ラ
ッ
パ
隊
を
編
成
し
た
こ
と
も
、
団

員
の
士
気
の
高
揚
に
つ
な
が
っ
た
の
で
よ

か
っ
た
で
す
。
消
防
団
は
地
域
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
、
若
い
人
に
多
く
入
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
消
防
功
労
）

小宮山　正巳さん
(高田町３・73歳)

　
永
年
に
わ
た
り
、
統
計
調
査
に
従
事
し

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
小
宮
山
正
巳
さ
ん

が
秋
の
叙
勲
に
輝
き
ま
し
た
。

　
小
宮
山
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
以
来
35
回

に
わ
た
り
工
業
統
計
調
査
に
従
事
し
た
ほ

か
、
国
勢
調
査
や
商
業
統
計
調
査
、
事
業

所
・
企
業
統
計
調
査
な
ど
多
数
の
調
査
員

を
努
め
ま
し
た
。
訪
問
時
間
へ
の
配
慮
や

丁
寧
な
説
明
な
ど
に
よ
り
地
域
住
民
か
ら

の
信
頼
も
厚
く
、
統
計
調
査
の
充
実
・
発

展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　
受
章
に
あ
た
り
小
宮
山
さ
ん
は
、「『
ち

ょ
っ
と
手
伝
っ
て
』
と
声
を
か
け
ら
れ
た

の
が
、調
査
員
を
始
め
た
き
っ
か
け
で
す
。

こ
ん
な
に
回
数
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
と

は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
協
力
や
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
続
け
て
こ
れ
ま
し
た
。
感
謝
の
一
言

で
す
。
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
皆
さ
ん
に

は
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
な
ど
の
都
合
が
あ
る
の

で
、
機
転
を
利
か
せ
る
よ
う
に
い
つ
も
心

が
け
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
統
計
調
査
功
労
）

国
土
交
通
大
臣
表
彰

馬場　三郎さん
(本町１・64歳)

　
昭
和
62
年
か
ら
魚
沼
地
区
ハ
イ
ヤ
ー
協

議
会
の
役
員
を
務
め
、
平
成
18
年
か
ら
は

県
ハ
イ
ヤ
ー
交
通
共
済
協
同
組
合
副
理
事

長
に
就
任
。
タ
ク
シ
ー
事
業
を
通
じ
て
地

域
振
興
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

（
自
動
車
関
係
功
労
）

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

大坪　康男さん
(四日町新田２・76歳)

（
公
衆
衛
生
事
業
功
労
）

（
公
衆
衛
生
事
業
功
労
）

大熊　達義さん
(春日町３・67歳)

　
昭
和
59
年
か
ら
県
立
十
日
町
病
院
内
科

医
と
し
て
勤
務
し
、
平
成
３
年
に
は
大
熊

内
科
医
院
を
開
設
。
学
校
医
や
十
日
町
市

中
魚
沼
郡
医
師
会
会
長
な
ど
も
務
め
、
地

域
医
療
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

（
公
衆
衛
生
事
業
功
労
）

㈶
日
本
公
衆
衛
生
協
会
会
長
表
彰

㈶
日
本
公
衆
衛
生
協
会
会
長
表
彰

上村　晃一さん
(山崎・67歳)

藍
綬
褒
章

上村　浩子さん
(山崎・64歳)

（
自
衛
隊
協
力
）

  

永
年
に
わ
た
り
、
自
衛
官
募
集
相
談
員

に
従
事
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
上
村
浩

子
さ
ん
が
秋
の
叙
勲
に
輝
き
ま
し
た
。

　
上
村
さ
ん
は
、
自
衛
官
募
集
相
談
員
と

し
て
20
年
以
上
従
事
し
、
平
成
14
年
に
は

新
潟
県
自
衛
官
募
集
相
談
員
連
合
会
会
長

に
就
任
し
ま
し
た
。
こ
の
間
大
勢
の
優
秀

な
生
徒
を
自
衛
隊
に
紹
介
し
、
自
衛
隊
業

務
の
発
展
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　
上
村
さ
ん
が
募
集
相
談
員
を
引
き
受
け

た
き
っ
か
け
は
、
自
身
も
3
人
の
子
ど
も

を
医
師
に
育
て
た
経
験
か
ら
教
育
に
お
金

が
か
か
る
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
て
い
た
と

き
に
、
自
衛
隊
に
行
け
ば
、
自
分
の
希
望

す
る
勉
強
が
で
き
、
仕
事
も
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
知
っ
た
か
ら
で
す
。

　
受
章
に
あ
た
り
上
村
さ
ん
は
、「
本
当

に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
続
け
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
う
れ
し

い
で
す
。
県
内
２
２
５
人
の
募
集
相
談
員

と
主
人
の
理
解
に
感
謝
し
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
永
年
地
域
に
お
い
て
疾
病
予
防
活
動
な

ど
に
従
事
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
受
賞

し
ま
し
た
。
大
坪
さ
ん
は
「
特
別
な
こ
と

で
は
な
く
、
医
者
と
し
て
普
通
の
こ
と
を

し
た
だ
け
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
永
年
地
域
お
い
て
学
校
医
や
予
防
接
種

事
業
に
従
事
し
、
保
健
衛
生
の
普
及
・
向

上
に
尽
力
し
ま
し
た
。
こ
の
間
十
日
町
市

中
魚
郡
医
師
会
会
長
と
し
て
、
地
域
医
療

の
発
展
に
多
大
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。
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人事行政事情のお知らせ人事行政事情のお知らせ
十日町市

　十日町市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、平成19年度の人事行政の運

営などの状況について公表します。なお、公表項目の職員給与に関して、平成19年度分につい

ては平成19年12月25日号の市報に掲載しました。平成20年度分については平成20年12月25日号

の市報に掲載する予定です。

（３）特別休暇などの導入状況

　特別休暇は、結婚、出産、お悔やみ、そのほか特別な事情により勤務しないことが相当な場合、条例の定めるところによ

り与えられる休暇です。（有給）

１．任免の状況について ①退職者の状況 ②採用者の状況
　平成19年度（H19.４.１〜H20.

３.31）の状況は、全体で退職者46

人、採用者16人となっています。

区　　分 人　数

定 年 退 職 26人　　

勧 奨 退 職 12人　　

普 通 退 職 5人　　

そ の 他 3人　　

合 計 46人　　

区　　分 人　数

上 級 10人　　

中 級 0人　　

初 級 3人　　

教 育 職 員 2人　　

そ の 他 1人　　

合 計 16人　　

　平成19年度（H19.４.１〜H20.

３.31）の状況は、全体で退職者10

人、採用者４人となっています。

１．任免の状況について ①退職者の状況 ②採用者の状況

区　　分 人　数

定 年 退 職 6人　　

勧 奨 退 職 2人　　

普 通 退 職 0人　　

そ の 他 2人　　

合 計 10人　　

区　　分 人　数

消 防 士 上 級 1人　　

消 防 士 初 級 2人　　

そ の 他 1人　　

合　　　　 計 4人　　

２．定員適正化計画について

平成18年３月に定員適正化計画を策定し、平成18年度から平成22年度までの５年間で職員数を57人削減し、709人にす

る目標を定めました。削減にあたっては「事務・事業の見直し」「民間への委託」「組織、機構の見直し」などを総合的に組

み合わせて、目標達成を目指します。

区　　分 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 計

職　員　数 766 749 742 729 720 709

増　　　減 △ 17 △ 7 △ 13 △ 9 △ 11 △ 57

３．職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況

※一部職場によっては時間差勤務を行っています。

（１）勤務時間の状況

　全職員について、労働基準法の限度内である１日８時間、１週間40時間となっています。

１週間の正規
の 勤 務 時 間

１ 日 の 正 規 の 勤 務 時 間

開始時間 終了時間 休憩時間

40時間 ８時間 8：30 17：30 12：00〜13：00

（２）年次有給休暇の取得状況（H19. １. １〜H19.12.31）

　年次有給休暇は、１年ごとに20日付与され、20日を超えな

い範囲内の残日数は、翌年に繰り越すことができます。

※市長部局に在職する一般職員を対象とした数字です。

総取得日数 全対象職員数 平均取得日数

4279.0日 450人 9.5日

（４）介護休暇の取得状況

　介護休暇は、職員の家族を介護するため勤務しないことが相当な場合、条例の定

めるところにより６か月以内の期間で与えられる休暇です。（無給）
取 得 職 員 数

０人

（５）育児休業などの取得状況

　育児休業は、法律に基づき条例の定めるところにより、職員が３歳に満たない子

を養育する必要がある場合において休業できる制度です。（無給）
取 得 職 員 数

７人

（２）勤務成績の評定の状況

　十日町市では職員の人材育成及び業務効率を増進させることを目的として、定期的（年２回、１月と７月）に勤

務成績の評価を行っています。

（１）職員の研修

　十日町市では公務の基礎知識から高度な行政運営能力を養うため、新潟県市町村総合事務組合などが行っている

研修を職員に受講させています。平成19年度は157人の職員が各種研修に参加しました。

５．職員の研修及び勤務成績の評定

４．職員の分限及び懲戒の状況
（１）分限処分の状況

　分限処分とは、法律又は条例に定められた事由に該当した場合に、職員の意に反してその身分に不利益な変動をもたらす

処分のことをいい、地方公務員法第28条に規

定されています。

　分限処分には、降任・免職・休職・降給の４

種類があります。

降　任 免　職 休　職 降　給 合　計

０人 ０人 ８人 ０人 ８人

分限処分者数

（２）懲戒処分の状況

　懲戒処分とは、任命権者が職員の一定の義務違反に対して、その責任を追及して行う行政上の不利益処分のことをいい、

地方公務員法第29条に規定されています。

　懲戒処分には、戒告、減給、停職、免職の４

種類があります。
戒　告 減　給 停　職 免　職 合　計

２人 １人 ０人 ０人 ３人

懲戒処分者数

６．職員の福祉及び利益の保護の状況

（１）厚生計画の状況 （２）公務災害などの状況

区　分 事　　業　　名 事　　業　　内　　容

厚生制度

定期健康診断 定期健康診断及び事後指導など

人間ドック 人間ドック、脳ドック

メンタルヘルス研修会 メンタルヘルス対策の研修会

共済制度

短期給付 保健給付（医療保険）、休業給付など

長期給付 退職共済年金、障害共済年金、遺族共済年金など

福祉事業 貸付事業、保健事業、宿泊施設運営など

認 定 請 求 の 状 況

公 務 災 害 通 勤 災 害

３件 １件

人事行政事情のお知らせ
十日町地域広域事務組合

　十日町地域広域事務組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、平成19年度の人事行政の運営

などの状況について公表します。なお、公表項目の職員給与に関して、平成19年度分については平成19年12月

25日号の市報に掲載しました。平成20年度分については平成20年12月25日号の市報に掲載する予定です。

（３）特別休暇などの導入状況

　特別休暇は、結婚、出産、お悔やみ、そのほか特別な事情により勤務しないことが相当な場合、条例の定めるところによ

り与えられる休暇です。（有給）

２．職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況

※消防職の交替制勤務職員は１当務あたり16時間であり、３交替制でローテーション勤務となっています。

（１）勤務時間の状況

　全職員について、労働基準法の限度内である１日８時間、１週間40時間となっています。

１週間の正規
の 勤 務 時 間

１ 日 の 正 規 の 勤 務 時 間

開始時間 終了時間 休憩時間

40時間 ８時間 8：30 17：30 12：00〜13：00

（２）年次有給休暇の取得状況（H19. １. １〜H19.12.31）

　年次有給休暇は、１年ごとに20日付与され、20日を超えな

い範囲内の残日数は、翌年に繰り越すことができます。

※９か月以上在職した職員を集計

総取得日数 全対象職員数 平均取得日数

1055.5日 121人 8.7日
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技能五輪全国大会
優勝おめでとう
技能五輪全国大会
優勝おめでとう

（４）介護休暇の取得状況

　介護休暇は、職員の家族を介護するため勤務しないことが相当な場合、条例の定

めるところにより６か月以内の期間で与えられる休暇です。（無給）
取 得 職 員 数

０人

（５）育児休業などの取得状況

　育児休業は、法律に基づき条例の定めるところにより、職員が３歳に満たない子

を養育する必要がある場合において休業できる制度です。（無給）
取 得 職 員 数

０人

（２）勤務成績の評定の状況

　十日町地域広域事務組合では職員の人材育成及び業務効率を増進させることを目的として、定期的（年２回、１

月と７月）に勤務成績の評価を行っています。

（１）職員の研修

　十日町地域広域事務組合では消防救急技術を養うため、新潟県消防学校などが行っている研修を職員に受講させ

ています。平成19年度は30人の職員が各種研修に参加しました。

４．職員の研修及び勤務成績の評定

３．職員の分限及び懲戒の状況
（１）分限処分の状況

　分限処分とは、法律又は条例に定められた事由に該当した場合に、職員の意に反してその身分に不利益な変動をもたらす

処分のことをいい、地方公務員法第28条に規

定されています。

　分限処分には、降任・免職・休職・降給の４

種類があります。

降　任 免　職 休　職 降　給 合　計

０人 ０人 ０人 ０人 ０人

分限処分者数

（２）懲戒処分の状況

　懲戒処分とは、任命権者が職員の一定の義務違反に対して、その責任を追及して行う行政上の不利益処分のことをいい、

地方公務員法第29条に規定されています。

　懲戒処分には、戒告、減給、停職、免職の４

種類があります。
戒　告 減　給 停　職 免　職 合　計

０人 ０人 ０人 ０人 ０人

懲戒処分者数

５．職員の福祉及び利益の保護の状況
（１）厚生計画の状況 （２）公務災害などの状況

区　分 事　　業　　名 事　　業　　内　　容

厚生制度

定期健康診断 定期健康診断及び事後指導など

人間ドック 人間ドック、脳ドック

B型肝炎検査、予防接種 消防職員を対象とする検査

特定業務従事者検診 特定業務従事の消防職員を対象とする検診

共済制度

短期給付 保健給付（医療保険）、休業給付など

長期給付 退職共済年金、障害共済年金、遺族共済年金など

福祉事業 貸付事業、保健事業、宿泊施設運営など

認 定 請 求 の 状 況

公 務 災 害 通 勤 災 害

５件 ０件

　
市
民
を
中
心
と
し
た
鉄
道
の
検
討
会
議
を
設

け
た
こ
と
を
、９
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

そ
の
２
回
目
の
会
議
が
10
月
下
旬
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
議
で
は
、
市
や
県
の
鉄
道
に
関
す

る
対
応
の
説
明
や
、
飯
山
線
と
ほ
く
ほ
く
線
の

鉄
道
各
社
の
利
便
性
向
上
と
利
用
者
増
加
に
向

け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や
工
夫
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
市
民
委
員
か
ら
は
、「
通
年
で
の

観
光
誘
客
が
欠
か
せ
な
い
」「
乗
る
こ
と
自
体

に
魅
力
を
持
た
せ
て
は
」「
環
境
へ
の
配
慮
か

ら
利
用
普
及
を
図
っ
て
は
ど
う
か
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
は
、
こ
れ
ま
で
２
回
の
勉
強
会
と
い
う

位
置
付
け
か
ら
、
そ
の
中
で
出
さ
れ
た
意
見
の

詳
細
な
検
討
な
ど
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
議
論

に
移
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
市
報
な
ど
で
検
討
経
過
を

お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
も
意
見
な

ど
を
ぜ
ひ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

総
合
政
策
課
企
画

政
策
係
　
☎
７
５

７
―
３
１
９
３

２
回
目
の
鉄
道
検
討
会
議

を
開
催
し
ま
し
た

検
討
会
議
の
様
子

【
作
文
の
部
】

●
新
潟
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
長
賞

　
小
林
結
梨
（
南
中
２
年
）

　「
税
を
身
近
に
考
え
て
み
て
」

●
新
潟
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
優
秀
賞

　
西
川
綾
（
中
条
中
３
年
）

　「
税
の
役
割
を
知
っ
て
」

●
十
日
町
税
務
署
長
賞

　
大
渕
光
将
（
下
条
中
３
年
）

　「
自
分
か
ら
見
た
税
」

　
大
渕
美
咲
（
下
条
中
３
年
）

　「
税
に
つ
い
て
」

●
十
日
町
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

▽
最
優
秀
賞

　
仲
澤
佑
弥
（
十
日
町
中
３
年
）

　「
部
活
動
の
で
き
る
あ
り
が
た
さ
」

▽
優
秀
賞

高
橋
瑠
美
（
十
日
町
中
３
年
）、
庭
野

千
春
（
十
日
町
中
３
年
）、佐
藤
銘
（
中

条
中
３
年
）、
曽
根
夕
唯
子
（
中
条
中

３
年
）、樋
口
め
ぐ
み
（
中
条
中
３
年
）、

中
山
陽
樹（
南
中
２
年
）、島
田
芽
衣（
吉

田
中
３
年
）、
小
宮
山
み
ち
る
（
下
条

中
３
年
）、芹
川
遥
香
（
下
条
中
３
年
）、

金
沢
拓
英
（
水
沢
中
３
年
）

【
標
語
の
部
】

●
関
東
信
越
国
税
局
長
賞
優
秀

　
山
本
涼
（
松
代
中
１
年
）

　「
全
国
の 

み
ん
な
に
広
が
れ 

イ
ー
タ
く
ん
」

●
関
東
信
越
国
税
局
長
賞
佳
作

　
古
澤
実
結
（
水
沢
中
２
年
）

　「
被
災
地
へ 

届
け
私
の 

心
と
税
」

　
高
橋
爽
香
（
松
之
山
中
２
年
）

　「
消
費
税
で 

私
も
国
に 

貢
献
だ
」

●
新
潟
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

　
関
谷
広
樹
（
十
日
町
中
３
年
）

　「
災
害
で 

感
じ
た
税
の 

重
要
さ
」

●
十
日
町
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

▽
最
優
秀
賞

　
山
口
椋
（
水
沢
中
３
年
）

　「
夢
の
あ
る 

未
来
を
築
く 

み
ん
な
の
税
」

▽
優
秀
賞

矢
口
紗
希
（
十
日
町
中
２
年
）、
久
保

田
由
（
中
条
中
３
年
）、
西
川
綾
（
中

条
中
３
年
）、
大
熊
綾
夏
（
中
条
中
２

年
）、
小
國
美
登
利
（
南
中
３
年
）、
高

山
裕
衣
（
南
中
３
年
）、霜
垣
春
奈
（
南

中
２
年
）、尾
身
夕
希
（
吉
田
中
２
年
）、

吉
澤
悟
（
吉
田
中
２
年
）、
田
村
彩
子

（
下
条
中
３
年
）、
上
村
奈
央
（
下
条
中

１
年
）、
宮
沢
秀
友
（
水
沢
中
３
年
）、

上
村
幸
（
水
沢
中
２
年
）、
井
川
結
貴

（
川
西
中
１
年
）、
小
野
塚
智
安
（
中
里

中
２
年
）、山
本
夏
希
（
中
里
中
２
年
）、

瀧
澤
佑
里
菜
（
中
里
中
１
年
）、
山
岸

興
平
（
松
代
中
３
年
）、
武
田
彩
（
松

代
中
２
年
）、
大
見
萌
夏
（
松
之
山
中

３
年
）

　
十
日
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
、
十
日

町
税
務
署
、
十
日
町
市
租
税
教
育
推
進
協

議
会
で
は
、
中
学
生
を
対
象
に
税
に
関
す

る
作
文
・
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。
入
選

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

中
学
生
の
税
に
関
す
る

作
文
・
標
語

　
10
月
31
日
㈮
〜
11
月
３
日（
文
化
の
日
）、

幕
張
メ
ッ
セ
（
千
葉
市
）
を
主
会
場
に
第

46
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、

建
築
大
工
の
部
で
小
島
真
穂
さ
ん
（
谷
内

丑
２
・
21
歳
・
㈲
尾
身
建
築
勤
務
）
が
見

事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
11
月
13
日
㈭

に
表
敬
訪
問
し
た
小
島
さ
ん
は
、
田
口
市

長
に
金
メ
ダ
ル
獲
得
の
喜
び
を
伝
え
ま
し

た
。
小
島
さ
ん
は
、
来
年
９
月
に
カ
ナ
ダ

で
行
わ
れ
る
第
40
回
技
能
五
輪
国
際
大
会

に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　
第
14
回
十
日
町
市
文
化
協
会
連
合
会
（
山
内
正
胤
会
長
）
の
文
化
祭
が
11
月

３
日
（
文
化
の
日
）
に
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町
で
開
催
さ
れ
、
地
域
の
芸
術
・
文
化

の
振
興
に
貢
献
し
た
４
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
文
化
賞
の
受
賞
者
と
主
な
功

績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
藤
田
美
智
子
さ
ん
（
南
新
田
１
・
64
歳
）

　
　
二
科
展
10
回
連
続
の
入
選
及
び
国
内
・

国
際
展
な
ど
で
多
数
入
賞
し
た
功
績

◆
庭
野
辰
榮
さ
ん
（
赤
倉
・
80
歳
）

　
　
長
年
に
わ
た
り
、
市
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
「
赤
倉
神
楽
」
の
保
存
と
後
継
者
育

成
、
各
種
公
演
に
尽
力

◆
長
谷
川
丑
松
さ
ん
（
水
口
・
83
歳
）

　
　
長
年
に
わ
た
り
、
市
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
「
新
保
広
大
寺
節
」
の
保
存
・
伝
承

と
後
継
者
育
成
に
尽
力

◆
岡
村
祥
硯
さ
ん
（
関
根
・
81
歳
）

　
　
本
年
度
の
国
際
書
法
聯れ

ん

展
に
お
い
て
文

部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
、
地
域
の
書
道

芸
術
発
展
に
寄
与
し
た
功
績

十日町市文化協会連合会文化賞
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地
域
の
伝
統
を
次
世
代
へ

　
　第
4
回
な
か
さ
と
食
の
文
化
祭

　

松
代
地
域
の
水
瓶
で
あ
る
室
野
城
山
山

麓
の
「
城
川
ダ
ム
」
に
は
、
と
き
お
り

の
を
見
つ
け
、
昨
年
か
ら
気
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
先
輩
の
諸
先
生
方
に
問
い
合

わ
せ
て
み
て
も
不
明
と
い
う
こ
と
で
謎
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ひ
ょ

ん
な
機
会
に
、
こ
れ
は
外
来
の
栽
培
植
物

の
ハ
ー
ブ
︵
香
り
草
︶
の
一
種
で
、
英
名

﹃
タ
イ
ム
﹄、
和
名
「
タ
チ
ジ

ャ
コ
ウ
ソ
ウ
︵
立
麝
香
草
︶」

と
い
う
こ
と
が
判
明
し
、
謎

が
解
明
し
ま
し
た
。
そ
ん
な

栽
培
植
物
が
、
野
生
化
し
て

大
い
に
繁
殖
し
て
い
る
と
い

う
不
思
議
な
生
命
力
に
感
動

し
た
の
で
、
保
護
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
福
島
の「
ブ
ナ
林
公
園
」

に
間
近
な
所
で
す
。

　
　
　
　
︵
文
と
カ
ッ
ト　

高
橋
八
十
八
︶

城
川
ダ
ム
に
『
タ
イ
ム
』
が
！

45

珍
し
い
植
物
が
生
え
て
い
ま

す
。
ア
ワ
コ
ガ
ネ
ギ
ク
や
シ

ロ
バ
ナ
シ
ナ
ガ
ワ
ハ
ギ
が
発

見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
こ
の
建
設
工
事
に
伴

う
重
機
の
往
復
で
ど
こ
か
ら

か
運
ば
れ
た
種
が
、
発
芽
し

て
も
土
地
に
合
わ
な
く
て
滅

び
て
し
ま
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
シ
ソ
科
の
常
緑
多
年
草
ら

し
い
芳
香
の
あ
る
植
物
が
密
生
し
て
い
る

タイム

業
参
観
や
音
楽
発
表
、
学
校
見
学
な
ど
で

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
間
、
松
代
か

ら
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
ま
る
で
我
が
子
の

成
長
を
見
守
る
よ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
つ

つ
終
始
笑
顔
。
田
舎
体
験
の
受
け
入
れ
が

７
年
目
と
な
る
横
尾
光
子
さ
ん
は
、「
子

ど
も
が
私
の
こ
と
を
覚
え
て
い
て
く
れ
て

う
れ
し
か
っ
た
し
、
会
い
に
来
た
こ
と
を

喜
ん
で
く
れ
て
遠
く
ま
で
来
た
甲
斐
が
あ

り
ま
し
た
。『
来
年
は
田
舎
に
行
き
た
い
』

と
言
っ
て
い
た

生
徒
も
い
た
の

で
、
楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

半
年
ぶ
り
に
笑
顔
の
再
会

　
11
月
６
日
㈭
、
今
年
の
春
に
八
千
代
中

学
校
（
千
葉
県
八
千
代
市
）
の
生
徒
を
田

舎
体
験
で
受
け
入
れ
た
30
人
が
、
八
千
代

中
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
春
の
農
家
民

泊
時
に
、
い
っ
し
ょ
に
農
作
業
を
し
た
り

食
卓
を
囲
ん
だ
り
し
た
こ
と
で
、
生
徒
た

ち
に
と
っ
て
は
民
泊
先
の
家
族
が
第
二
の

家
族
の
よ
う
に
な
り
、
お
別
れ
会
で
は
涙

を
流
す
生
徒
も
い
ま
し
た
。

　
学
校
を
訪
問
し
た
一
行
は
、
体
育
の
授

＝
田
舎
体
験
受
入
者
が
学
校
を
訪
問
＝

地域と歩んだ30年
松代中学校創立30周年記念式典

　11月１日㈯、松代中学校（藤林壽一校長・生徒

89人）の創立30周年記念式典が同校体育館で行わ

れました。昭和54年に旧松代町内の６中学校が統

合して誕生した同校は、体育祭などの行事に地域住

民が参加するなど、地域に親しまれる学校となって

います。

　式典に引き続いて行われた講演会では、ＯＢの高

橋知美さん（平成５年度卒）が、「夢は牛のお医者

さん」の演題で講演しました。小学生のころに獣医

になるという夢を抱き始めた高橋さんが、その夢を

実現するまでの努力や苦労を紹介。「夢を実現させ

るには具体的に考え、動き出すことが大切」と経

験談を話

し、後輩

たちに優

しくエー

ルを贈っ

てくれま

した。

　
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）、
中
里
保
健

セ
ン
タ
ー
で
「
第
４
回
な
か
さ
と
食
の
文

化
祭
」（
な
か
さ
と
夢
ネ
ッ
ト
主
催
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
文
化
祭
は
、
参

加
者
た
ち
が
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
家
庭

料
理
を
持
ち
寄
り
、
そ
の
料
理
に
ま
つ
わ

る
思
い
出
や
作
り
方
を
語
り
合
い
た
い
と

い
う
気
持
ち
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
4
回

目
。
出
品
さ
れ
た
料
理
に
は
、
一
つ
ひ
と

つ
そ
の
料
理
へ
の
思
い
と
レ
シ
ピ
が
付
け

ら
れ
、
出
品
者
に
は
後
日
、
出
品
作
品
を

ま
と
め
た
記
録
集
が
配
ら
れ
ま
す
。
こ
の

日
は
過
去
４
年
間
で
最
多
の
出
品
者
75
人

１
１
６
品
が
並
び
、
試
食
に
訪
れ
た
人
で

長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
テ
ー
ブ

ル
に
は
簡
単
人
参
ジ
ャ
ム
や
古
代
米
入
り

ム
カ
ゴ
ご
は
ん
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
里
芋
の

お
や
き
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
料
理
が
並

び
、
試
食
に
訪
れ
た
人
た
ち
は
、「
作
り

方
を
覚
え
て
今
晩
う
ち
で
作
っ
て
み
よ

う
」と
そ
の
場
で
作
り
方
を
メ
モ
し
た
り
、

料
理
を
囲
ん
で
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
次
の
文
化
祭
を
来
年
春
に

計
画
す
る
同
会
役
員
の
羽
鳥
ヨ
シ
子
さ
ん

（
61
歳
）
は
、「
地
域
の
お
年
寄
り
の
持
つ

料
理
の
知
恵
や
技
が
、
だ
れ
に
も
引
き
継

が
れ
な
い
ま
ま
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
は
惜

し
い
。
若
い
人
た
ち
は
知
り
た
い
は
ず
で

す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
出
品
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
次
回
に
向
け
て
の
意
欲
を
の

ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
永
年
に
わ
た
る
精
神
保
健
福
祉
活
動

へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
村
山
篤
稔
さ

ん
（
田
沢
本
村
・
81
歳
）
が
新
潟
県
精

神
保
健
福
祉
功
労
者
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
村
山
さ
ん
は
、
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
長
時
代
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
工
房
な
か
さ
と
」
の
設
立
に
貢
献
し

た
ほ
か
、
心
配
ご
と
相
談
員
と
し
て
も

活
躍
。
日
常
の
こ
と
か
ら
専
門
的
な
こ

と
ま
で
真し
ん

摯し

に
耳
を
傾
け
る
姿
勢
は
、

相
談
者
の
支
え
と
な
り
ま
し
た
。
村
山

さ
ん
は
、「
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

自慢のおらしょの米なじょだい
なかさとの米・食べくらべ販売会

　都会では手に入らない、こだわりの100％中里産コシヒカ

リを多くの人に味わってもらおうと、11月２日㈰・３日（文

化の日）、西田尻集落で「なかさとの米・食べくらべ販売会」

（なかさと米一揆之会主催）がありました。

　このイベントは、はぜかけ米や低農薬米など自慢の米を作

る農家９軒が、自分の田んぼで採れた新米を訪れた人たちに

試食、購入してもらおうというもの。訪れた県外からの観光

客たちは、「食の安全が取り上げられる中で、お米を作った

人の顔を見て、話を聞いて買えるのはうれしい」「ごはんだ

けでもおいしい」と新米を味わいながら、農家それぞれのこ

だわりを興味

深そうに聞い

ていました。

地
域
の
精
神
保
健
福
祉
に
貢
献

と
い
え
ば
、
自
宅
へ
引
き
こ
も
る
精
神

障
害
者
宅
へ
長
期
に
わ
た
っ
て
通
い
、

社
会
復
帰
の
後
押
し
が
で
き
た
こ
と
で

す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

8市報とおかまち『だんだん』平成20年11月25日号市報とおかまち『だんだん』平成20年11月25日号9



タイヤの空気圧は適正に

エコドライブの「こつ」
―運転以外の燃費術―

典拠：㈳日本自動車連盟

地
域
ブ
ラ
ン
ド
振
興
の
事
始
め

私
は
常
々
、
地
域
の
「
宝
物
」
を

再
発
見
し
、
そ
れ
に
磨
き
を
か
け
て

外
に
発
信
し
た
い
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
「
宝
物
」
と
は
、
実
は
ご

く
身
近
な
と
こ
ろ
に
転
が
っ
て
い
る

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え

ば
、
昔
か
ら
食
べ
て
い
る
地
元
特
有

の
野
菜
や
郷
土
料
理
、
地
元
の
祭
り

や
風
習
、
伝
統
工
芸
品
、
職
人
の
技
、

そ
し
て
何
よ
り
美
し
い
自
然
な
ど
。

何
の
変
哲
も
な
い
、
あ
ま
り
に
当
た

り
前
で
、
普
段
は
あ
り
が
た
い
と
感

じ
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
も
の
の
中

に
、
実
は
「
宝
物
」
が
潜
ん
で
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
元
の
人
に
は
当
た
り
前
で
あ
ま

り
自
覚
が
な
く
て
も
、
よ
そ
の
人
が

見
る
と
不
思
議
で
、
お
も
し
ろ
い
と

思
う
も
の
が
、
そ
の
地
域
特
有
の
文

化
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て

そ
れ
が
そ
の
地
域
の
「
宝
物
」
だ
と

思
う
の
で
す
。

何
ら
か
の
手
を
加
え
、
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
す
る
こ
と
で
、
よ
そ
の
人

に
と
っ
て
魅
力
的
な
も
の
に
な
る
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
私
も
先
日
お
じ
ゃ
ま
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
第
４
回
な
か
さ

と
食
の
文
化
祭
で
は
、
地
元
の
食
材

を
使
っ
た
家
庭
料
理
が
一
堂
に
集
ま

り
、
大
勢
の
人
の
目
と
舌
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
し
、
き
も
の
の
集

い
の
活
動
な
ど
も
、
そ
の
一
つ
だ
と

思
い
ま
す
。
よ
そ
の
人
か
ら
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
活
動
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
住
民
が
地
元
の
「
宝
物
」
を

再
発
見
す
る
こ
と
が
地
域
ブ
ラ
ン
ド

振
興
の
事
始
め
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
、
１
、
２

０
０
年
も
前
の
こ
と
、
弘
法
大
師

は
仏
の
教
え
を
伝
え
に
諸
国
を
め

ぐ
り
歩
い
て
い
ま
し
た
。
善
光
寺

か
ら
信
濃
川
に
沿
っ
て
越
後
に
入

り
、
城
之
古
の
ム
ラ
に
立
ち
寄
っ

た
と
き
の
こ
と
で
す
。

ム
ラ
は
ず
れ
の
が
け
の
上
に
立

っ
て
、
信
濃
川
の
水
流
が
断
崖
に

ぶ
つ
か
っ
て
渦
巻
く
壮
大
な
景
観

を
な
が
め
て
い
た
と
き
、
か
た
わ

ら
に
立
つ
一
本
の
名
木
に
目
が
と

ま
り
ま
し
た
。

弘
法
大
師
は
そ
の
と
き
37
歳
の

厄
年
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
名
木
に

観
音
像
を
刻
ん
で
厄
払
い
を
し
よ

う
と
思
い
つ
き
ま
し
た
。
大
師
は

早
速
近
く
に
庵
を
作
り
、
毎
日
朝

か
ら
晩
ま
で
一
心
不
乱
に
ノ
ミ
を

ふ
る
い
ま
し
た
。

そ
し
て
21
日
目
の
満
願
の
日
、

よ
う
や
く
観
音
像
は
完
成
し
ま
し

た
。
大
師
は
開
眼
法
要
を
済
ま
せ

る
と
、
観
音
像
を
ム
ラ
に
残
し
て

い
ず
こ
と
も
な
く
去
っ
て
い
き
ま

し
た
。
村
人
た
ち
は
弘
法
大
師
の

住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
に
お
堂
を
建

て
て
、
観
音
像
を
ま
つ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
３
６
０
年
ほ
ど
後
の

こ
と
、
平
清
盛
の
家
臣
で
本
間
義

秀
と
い
う
武
士
が
清
盛
の
命
で
こ

の
地
に
城
を
築
き
、
観
音
様
を
守

本
尊
と
し
て
あ
つ
く
信
仰
し
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
間
も
な
く

平
氏
が
滅
ん
で
し
ま
っ
た
た
め
、

義
秀
は
源
氏
の
配
下
に
入
り
ま
し

た
。
そ
し
て
源
義
経
が
兄
頼
朝
に

追
わ
れ
て
奥
州
へ
逃
れ
る
と
き
、

こ
の
近
く
を
通
っ
た
こ
と
か
ら
お

供
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
義
秀
は

自
ら
城
に
火
を
つ
け
ま
し
た
。

城
内
に
あ
っ
た
観
音
堂
に
も
火

が
ま
わ
り
、
本
尊
も
炎
に
包
ま
れ

そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

そ
の
と
き
、
観
音
様
は
厨
子
の
中

か
ら
飛
び
出
し
て
、
が
け
下
の
穴

の
中
に
か
く
れ
ま
し
た
。
す
る
と

穴
の
中
か
ら
清
水
が
わ
き
だ
し
て

観
音
様
は
水
の
中
に
沈
み
、
炎
か

ら
逃
れ
た
の
で
す
。

数
日
後
、
一
人
の
村
人
が
清
水

の
近
く
を
通
る
と
水
底
が
光
り
輝

い
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
本
尊
様
だ

と
知
っ
た
ム
ラ
の
衆
は
喜
ん
で
お

堂
を
建
て
直
し
、
観
音
様
を
再
び

ま
つ
り
ま
し
た
。
そ
の
夜
、
本
尊

を
見
つ
け
た
村
人
の
夢
枕
に
観
音

様
が
現
れ
、「
わ
れ
が
身
を
ひ
そ

め
て
い
た
清
水
か
ら
水
を
引
い
て

田
を
開
け
」
と
告
げ
ま
し
た
。

早
速
、
村
中
総
出
で
信
濃
川
の

川
原
を
開
墾
し
、
3
町
歩
あ
ま
り

の
田
を
開
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
清

水
を
引
く
と
、
稲
は
ほ
か
の
田
の

ど
れ
よ
り
も
見
事
に
実
り
ま
し
た
。

村
人
は
観
音
様
の
ご
利
益
に
感

謝
し
、
い
っ
そ
う
弘
法
大
師
の
徳

を
慕
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　タイヤの空気圧を高めに設定すると、燃料消費率は向上します。

ただし、乗り心地が悪くなる、タイヤのグリップ力が低下するな

どの現象が発生するため、注意が必要です。高めのタイヤ空気圧

に設定する場合でも、10％程度にとどめるようにしましょう。

○タイヤの空気圧が不足すると、より

多くの燃料を消費します。適正な空

気圧で走行しましょう。

○タイヤの空気は時間がたつと自然に

抜けていきます。見た目では分かり

にくいので、定期的にチェックする

習慣を付けましょう。

燃費
＜

空気圧：適正 空気圧：低

少ない！ 多く
かかる

燃
費
の
悪
化
比
率
（
％
）

空気圧低下による燃費への影響

空気圧50kps不足の場合
〈車両：排気量2000ccの乗用車〉
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出典：㈶省エネルギーセンター

　「３−３めっちゃ好きやねん」をクラス目標

に掲げる３年３組。一人ひとりがクラスを好き

になってほしいと願って決めました。学級では、

年間をとおして一人一役の係活動を決めること

で、クラスへの所属意識を高めて自主性を養っ

ています。自分だけではなく、みんなのことも

考えて行動する27人の仲間たちです。

十日町中学校３年３組 40

中
島
昭
太
郎
さ
ん
・
栁
裕
美
恵
さ
ん

│
│

４
月

に
ク
ラ
ス
替
え
を
し
ま
し
た
が
、
新
し
い
ク
ラ

ス
で
も
み
ん
な
最
初
か
ら
距
離
感
が
な
く
て
、

い
つ
も
明
る
く
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
中
で
の
一
番
の
思
い
出
は
、
総
合
優
勝
し

た
体
育
祭
。
練
習
す
る
に
つ
れ
て
み
ん
な
の
意

識
が
高
ま
り
、
当
日
は
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り

っ
ぱ
な
し
で
し
た
。
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
最

優
秀
賞
を
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。

藤
井
佳
介
先
生

│
│

す
ご
く
元
気
の
あ
る
生
徒

た
ち
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
学
校
一
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
こ
の
学
校
に
赴
任
し

て
き
た
の
で
、
以
前
の
様
子
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
面
で
は
か
な
り
成
長

し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
今
後
も
友
だ
ち

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
や
る
べ
き
こ
と
を
し
っ

か
り
や
り
つ
つ
、
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
に
ど

ん
ど
ん
挑
戦
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

にぎわいを見せた、なかさと食の文化祭
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〈
四
十
一
〉

「
城
之
古
観
音
」の
巻

（
城
之
古
）

その41



おいしい新潟を提供します

　11月５日㈬、一般国道353号松之山バイパス「高
たかだて

館トンネル・布
川大橋」の開通式が午前10時30分から東川地内で行われ、供用開始
されました。このバイパスは松之山東川と橋詰地内を長さ1,202ｍの
トンネルと97ｍの橋を含む1,600ｍで結ぶもので、平成７年度の事業
着手から14年間の歳月と、総工費56億円をかけて完成しました。こ
れまでこの間の道路は幅員も狭く、特に冬季間は交通難所となってい
て、バイパスの完成は地域住民の悲願となっていました。開通式には
田口市長を始め関係者、地区住民など約300人が集まる中、上川手歌
舞伎保存会による「白浪五人男」も登場し口上を述べ、完成を祝いま
した。

待ちに待った14年間　松之山バイパス開通式

　トキめき新潟国体冬季大会で選手などの宿舎となる市内宿
泊施設の全体会が11月12日㈬に千手中央コミュニティセン
ターで開催されました。宿泊や調理の責任者を対象に、保健
所が衛生管理、消防署が火災予防、事務局が留意事項や食事
提供指針などの説明を行いました。この日は宿舎で提供する
食事の試作会も実施。調理師会・栄養士会の協力を得て、調
理担当者が県標準献立を参考に朝食・夕食各１メニューを実
際に調理しました。その後の試食では量や味付けを確認。イ
ンターハイの反省なども踏まえて意見交換を行いました。国
体では全国の選手団に「おいしい新潟」を提供します。

Ｊ
Ｒ
信
濃
川
発
電
所
市
民
説
明
会

　

11
月
13
日
㈭
、
本
年
９
月
に
発
覚
し
た
東
日

本
旅
客
鉄
道
㈱
信
濃
川
発
電
所
「
宮
中
取
水
ダ

ム
」
な
ど
に
お
け
る
発
電
水
利
使
用
の
不
適
切

事
案
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
に
よ
る
説
明
会
が
情
報

館
で
開
催
さ
れ
、
経
緯
と
「
水
利
使
用
の
適
正

化
に
係
る
総
点
検
」
実
施
結
果
の
報
告
、
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ

側
か
ら
は
、「
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
大
切
な
信
濃

川
の
水
に
つ
い
て
ご
迷
惑
と
ご
心
配
を
お
か
け

し
た
こ
と
を
お
わ
び
し
、
双
方
の
信
頼
関
係
回

復
に
向
け
て
、
全
社
を
あ
げ
て
再
発
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
歌
と
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。
●
日
時
＝
12
月
３
日
㈬
午
後
７

時
〜
９
時
●
会
場
＝
市
民
会
館
●
入

場
料
＝
無
料
●
出
演
＝
蘭
燃
、
雪
の

華
、
Ｖ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
、
コ
ジ
マ
、
ス
テ
レ

オ
、
二
つ
星
●
問
合
せ
＝
生
涯
学
習

課
（
☎
７
５
７
―
８
９
１
８
）

　
友
だ
ち
や
家
族
と
正
月
の
シ
メ
ナ

ワ
作
り
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。
●
日

時
＝
12
月
７
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時

30
分
●
会
場
＝
博
物
館
●
対
象
＝
小

学
４
〜
６
年
生
と
そ
の
家
族
●
参
加

費
＝
３
０
０
円
（
材
料
費
、
お
や
つ

代
、
保
険
料
）
●
定
員
＝
先
着
20
人

●
持
ち
物
＝
カ
ッ
タ
ー
、
は
さ
み
、

定
規
、
筆
記
用
具
、
シ
メ
ナ
ワ
を
入

れ
る
袋
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
12
月

３
日
㈬
ま
で
に
、
申
込
書
を
博
物
館

（
☎
７
５
７
―
５
５
３
１
）

　
大
好
評
に
応
え
、
ま
た
ま
た
商
店

街
が
ま
る
ご
と
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ

に
！
●
日
時
＝
12
月
13
日
㈯
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
●
会
場
＝
中
心
商
店

街
●
問
合
せ
＝
「
と
お
か
ま
ち
１
０

０
円
商
店
街
」
実
行
委
員
会
（
十
日

町
商
工
会
議
所
内
☎
７
５
７
―
５
１

１
１
）

　
会
員
の
作
品
を
展
示
・
販
売
し
ま

す
。
●
日
時
＝
12
月
６
日
㈯
・
７
日

㈰
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
30
分
（
７

日
は
５
時
ま
で
）
●
会
場
＝
中
央
公

民
館
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合
せ
＝

若
月
（
☎
７
５
７
―
０
３
１
１
）

　
紙
粘
土
で
作
っ
た
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
●
日
時
＝
11
月
29
日
㈯
・
30

日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
30
日
は
４
時
ま
で
）
●
会
場
＝
中

央
公
民
館
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合

せ
＝
お
と
ぎ
工
房
（
☎
７
５
７
―
０

８
１
３
）

　「
雪
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
妻
有
の

自
然
を
撮
影
し
た
写
真
を
展
示
し
ま

す
。
●
日
時
＝
12
月
９
日
㈫
〜
14
日

㈰
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時
（
最

終
日
は
４
時
ま
で
）
●
会
場
＝
情
報

館
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合
せ
＝
茂

野
（
☎
７
６
８
―
４
３
４
８
）

●
日
時
＝
12
月
11
日
㈭
午
前
９
時
〜

正
午

：

な
か
ま
の
家
、
午
後
１
時
〜

３
時

：

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
な
ご
み
●

会
場
・
問
合
せ
＝
ジ
ャ
ス
コ
十
日
町

店
（
☎
７
５
２
―
０
０
３
３
）

第
２
回
と
お
か
ま
ち

１
０
０
円
商
店
街

つ
ま
り
写
友
会

２
０
０
８
写
真
展

 

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

12
月
の
里
山
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

●参加費　大人500円、小・中・高
　生300円（一部無料プログラムあり）
●集合場所・問合せ
　キョロロ　☎595-8311

日　時 テーマ

７日㈰・14日㈰・21日㈰
午後１時30分〜３時

真冬の森探険

23日（天皇誕生日）
午前10時〜午後３時

あんぼ作り

27日㈯
午前８時30分〜11時30分

探鳥会

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す

お
と
ぎ
工
房
の
仲
間
達
展

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
ロ
ン

『
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
＆
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
』

子
ど
も
博
物
館
パ
ー
ト
２

シ
メ
ナ
ワ
と
ハ
ッ
チ
ン

　

チ
ョ
ウ
を
つ
く
ろ
う
！

十
日
町
市
芸
術
協
会

第
１８
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
展
覧
会

〜育てよう　一人一人の　人権意識〜

第60回人権週間
（12月４日㈭〜10日㈬）

　人は生まれたときからだれもが人権を
持っています。自分の人権はもちろん大
切ですが、他人の人権も同じように大切
です。思いやりの心と優しさを忘れずに、
心豊かな社会を実現させましょう。
　人を差別したり、ひぼう中傷したりす
ることは許されません。「これは人権問題
ではないだろうか」と感じたり、困りご
とや心配ごとがあったりしたら、法務局
や人権擁護委員に気軽に相談してくださ
い。相談は無料で、秘密は固く守られます。

問合せ　新潟地方法務局十日町支局
　　　　☎752-2575

〜特設人権相談会〜
●日時　①12月４日㈭　②12月８日㈪
　　　　　午前10時〜午後３時
●会場　①川治公民館、新潟地方法務局
　　　　　十日町支局
　　　　②上野コミュニティセンター

保育ヘルパー育成セミナー

回 期　日 テーマ

１ 12月10日㈬
「子どもの発達とかかわり方」
講師：中野啓明さん

（新潟青陵大学看護学科教授）

２ 12月18日㈭
「保育ボランティアの実践事例」
講師：ＮＰＯ法人マミーズネット
の皆さん

●会場：中央公民館　●時間：午前10時〜11時30分
●対象：市内在住で保育ヘルパーとして活動したい
　　　　人（年齢・性別は問いません）
●受講料：無料　●定員：先着30人
※資格取得や就職のあっせんはできません
●申込み・問合せ
12月５日㈮までに、電話・FAX・はがきのいずれか
で①氏名②住所③生年月日④電話番号を福祉課子育
て支援係（〒948-8501十日町市千歳町３- ３ ☎757-
9169　FAX 757-3800）

　保育ヘルパー（保育ボランティア）として子ど
もたちを預かるときに知っておきたいことや、子
育て支援についての基礎知識を学びます。

　『
ポ
ー
ラ
ー
エ
ク
ス
プ
レ
ス
―
急

行
北
極
号
―
』
を
上
映
し
ま
す
。
●

日
時
＝
12
月
14
日
㈰
午
後
１
時
30
分

〜
（
１
０
０
分
間
）
●
会
場
＝
千
手

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
●
入

十
日
町
お
や
こ
劇
場

ク
リ
ス
マ
ス
特
別
上
映
会

な
か
ま
の
家
、
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
な
ご
み
の
手
作
り

作
品
を
販
売
し
ま
す

第１弾
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　このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（☎
757─3112内線213）へ、気軽にお寄
せください。

tokamachi topics
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



場
料
＝
会
員
制
（
入
会
金
１
家
族
１
、

０
０
０
円
＋
年
中
児
以
上
１
人
月
額

７
０
０
円
）
※
当
日
入
会
可
●
問
合

せ
＝
お
や
こ
劇
場
事
務
局
（
加
賀
書

院
）（
☎
７
５
２
―
２
１
１
４
）

●
募
集
期
間
＝
11
月
27
日
㈭
〜
12
月

10
日
㈬
※
入
居
資
格
な
ど
の
申
込
み

条
件
の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
克
雪
維

持
課
建
築
住
宅
係
（
内
線
２
７
６
）

　
市
報
１
月
10
日
号
に
登
場
し
て
い

た
だ
く
、
３
世
代
に
わ
た
っ
て
丑
年

生
ま
れ
が
い
る
家
族
や
丑
年
生
ま
れ

の
夫
婦
、
親
子
、
孫
と
祖
父
母
な
ど

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
年
男
・
年
女

の
皆
さ
ん
、
節
目
の
年
に
記
念
と
し

て
市
報
に
出
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
※
自
薦
に
限
り

ま
す
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
12
月

10
日
㈬
ま
で
に
総
務
課
広
報
広
聴
係

（
内
線
２
１
３
）

　
と
お
か
ま
ち
市
民
楽
校
で
は
、「
自

分
の
知
識
や
技
術
を
生
か
し
て
楽
し

み
な
が
ら
人
に
教
え
て
み
た
い
」
人

や
「
自
分
よ
り
も
知
識
や
技
術
の
あ

る
人
か
ら
学
び
た
い
」
人
を
募
集
し

ま
す
。
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。
市
民

楽
校
で
お
互
い
に
学
び
合
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
生

涯
学
習
課
（
☎
７
５
７
―
８
９
１
８
）

　
65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
者
で
、

障
害
者
手
帳
な
ど
の
受
給
者
と
同
程

度
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
所
得
税
や

市
・
県
民
税
の
障
害
者
控
除
が
適
用

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す

る
人
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
審

査
の
う
え
、
該
当
者
に
は
認
定
書
を

交
付
し
ま
す
。
※
交
付
に
は
１
週
間

程
度
か
か
り
ま
す
●
申
請
に
必
要
な

も
の
＝
介
護
保
険
証
、
印
鑑
●
申
請
・

問
合
せ
＝
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
（
内

線
１
４
５
）
ま
た
は
各
支
所
市
民
課

　
点
字
を
ご
存
じ
で
す
か
。
点
字
は

目
の
見
え
な
い
人
が
触
っ
て
情
報
を

得
る
た
め
の
文
字
で
す
。
私
た
ち
明

窓
会
は
、
点
字
を
打
っ
て
目
の
見
え

な
い
人
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
い
っ
し
ょ
に
勉
強
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
ま
せ
ん
か
。
●
勉
強
会

＝
毎
月
第
３
火
曜
日
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
（
本
町
分
庁
舎
）
●
問
合
せ

＝
明
窓
会
・
片
桐
（
☎
０
９
０
―
２

２
１
７
―
５
５
４
１
）

　
十
日
町
朗
読
サ
ー
ク
ル
で
は
、
目

の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
市
報
を
録

音
し
て
い
ま
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
て
音
声
デ
ー
タ
を
編
集
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
●

12
月
の
研
修
会
＝
７
日
㈰
午
後
１
時

30
分
〜
（
情
報
館
）
●
問
合
せ
＝
市

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

障
害
者
控
除
の
た
め
に

認
定
書
を
交
付
し
ま
す

３
世
代
丑う

し
年
生
ま
れ
の
家
族

な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す

地域 物　　　件 間 取 り 家 賃（月）募集戸数

松
代

善宗塚
住宅

昭和51・52年度建築

簡易耐火造３階建

６帖１室、
4.5帖２室、

DK

11,800円　
〜19,900円

２戸

松
之
山

松之山
第一住宅

昭和55年度建築

簡易耐火造３階建
６帖３室、

K
14,800円　
〜24,600円

１戸

い
っ
し
ょ
に
点
字
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
ま
せ
ん
か

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

と
お
か
ま
ち
市
民
楽
校

「
教
え
ま
す
・
教
え
て
く
だ

さ
い
」
を
募
集
し
ま
す

川
（
☎
７
５
２
―
２
４
５
１
）

　
11
月
は
固
定
資
産
税
第
４
期
、
国

民
健
康
保
険
税
第
８
期
及
び
介
護
保

険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第

８
期
の
納
付
月
で
す
。
期
限
（
12
月

１
日
）
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
●
問

合
せ
＝
税
務
課
・
介
護
国
保
課

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
23

日
㈷
・
29
日
㈪
〜
31
日
㈬

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
＝
毎
週
火
曜
日
・
29
日
㈪
〜
31
日

㈬●
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
24
日
㈬
・

27
日
㈯
〜
31
日
㈬

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
29
日
㈪

〜
31
日
㈬

●
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日
・
29

日
㈪
〜
31
日
㈬

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
10
日
㈬
・
24

日
㈬
・
29
日
㈪
〜
31
日
㈬

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜

日
・
29
日
㈪
〜
31
日
㈬

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
２
日
㈫
・
９
日
㈫
・

16
日
㈫
・
24
日
㈬
・
30
日
㈫

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
２
日
㈫
・
９

日
㈫
・
16
日
㈫
・
25
日
㈭
〜
31
日
㈬

　
住
生
活
基
本
法
に
基
づ
い
て
住
生

活
の
安
定
・
向
上
を
目
指
す
総
合
的

な
施
策
を
推
進
す
る
う
え
で
必
要
と

な
る
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
、
10

月
に
実
施
さ
れ
た
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
（
統
轄

：

総
務
省
）
に
回
答
い

「
住
生
活
総
合
調
査
」
に

ご
協
力
を

１２
月
の
休
館
日

夢
の
あ
る 

未
来
を
築
く 

み
ん
な
の
税

１１
月
の
納
税
・
納
付

た
だ
い
た
世
帯
の
中
か
ら
一
部
を
抽

出
し
て
「
住
生
活
総
合
調
査
」
を
行

い
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方

公
共
団
体
の
住
宅
施
策
を
推
進
す
る

た
め
の
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

調
査
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
11

月
下
旬
に
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
●

問
合
せ
＝
克
雪
維
持
課
建
築
住
宅
係

（
内
線
２
７
６
）

　
国
で
は
、
原
材
料
価
格
の
高
騰
に

よ
り
経
営
環
境
が
悪
化
し
支
障
を
き

た
し
て
い
る
中
小
企
業
に
対
し
て
、

経
営
安
定
に
必
要
な
事
業
資
金
の
調

達
を
支
援
す
る
制
度
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
一
般

保
証
に
比
べ
て
保
証
料
率
が
低
く
な

る
の
で
、
県
信
用
保
証
協
会
へ
支
払

う
信
用
保
証
料
が
安
く
な
り
ま
す
。

保
証
限
度
額
も
一
般
保
証
と
は
別

枠
と
な
り
ま
す
。
制
度
の
利
用
に
は

市
の
認
定
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
制

度
と
は
別
に
金
融
機
関
及
び
県
信
用

保
証
協
会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。
●

問
合
せ
＝
産
業
振
興
課
商
工
振
興
係

（
☎
７
５
７
―
３
１
３
９
）

●
試
験
日
＝
21
年
２
月
８
日
㈰
●
申

込
み
期
間
＝
12
月
１
日
㈪
〜
21
年
１

月
７
日
㈬
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
申

込
書
（
問
合
せ
先
に
配
置
）
に
受
験

料
を
添
え
て
十
日
町
商
工
会
議
所

（
☎
７
５
７
―
５
１
１
１
）

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
ホ
ー
ム
タ

ン
ク
か
ら
灯
油
を
小
分
け
に
す
る
際

に
、
う
っ
か
り
ミ
ス
で
灯
油
を
流
出

す
る
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
油
が
流

出
す
る
と
、
警
察
・
消
防
・
市
役

所
・
県
の
出
先
機
関
な
ど
が
発
生
原

因
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
油
流
出
事

故
は
地
下
水
や
河
川
の
汚
染
原
因
と

な
り
、
周
辺
住
民
に
も
迷
惑
が
か
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
灯
油
を

小
分
け
に
す
る
際
は
、
給
油
が
終
了

す
る
ま
で
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
降
雪
前
に
外

部
配
管
し
た
給
油
管
の
点
検
も
忘
れ

ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ
＝

市
民
生
活
課
環
境
政
策
室
生
活
環
境

係
（
内
線
１
５
８
）

　
総
務
省
や
テ
レ
ビ
局
を
名
乗
り
、

テ
レ
ビ
の
地
デ
ジ
対
応
や
ア
ン
テ
ナ

交
換
な
ど
を
口
実
と
し
た
代
金
を
請

求
す
る
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

地
デ
ジ
対
応
で
、
総
務
省
や
テ
レ
ビ

局
、
そ
の
関
係
機
関
が
お
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
請
求
を
受
け
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
支
払
わ
ず
、
総
合
通
信
局
や

十
日
町
警
察
署
（
☎
７
５
２
―
０
１

１
０
）、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
５
―
２
８
５
―
４
１
９
６
）
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝

総
務
省
信
越
総
合
通
信
局
放
送
課

（
☎
０
２
６
―
２
３
４
―
９
９
９
２
）

【
市
報
お
わ
び
と
訂
正
】

　
10
月
10
日
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
５
ペ
ー
ジ
の
19
年
度
決
算
の
お

知
ら
せ
【
地
方
債
残
高
の
状
況
】
の

中
で
、
前
年
度
対
比
０
・
２
％
増
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
正
し
く
は
０
・

１
％
減
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

離
れ
る
な
！

じ
っ
と
我
慢
の
２
分
間
！

珠
算
・
暗
算
検
定
試
験

段
位
認
定
試
験

地
デ
ジ
で
あ
な
た
を
だ
ま
す

詐
欺
に
ご
注
意
！

原
材
料
価
格
高
騰
対
応
等
緊
急

保
証
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

　㈶日本宝くじ協会の助成

で、最新型の胃部レントゲ

ン車が南魚沼市に寄贈され

ました。この検診車は、魚

沼地域胃集団検診協議会

（小千谷市・十日町市・魚

沼市・南魚沼市・川口町・

湯沢町・津南町で構成）に貸付けされ、各地の会場で

活躍します。

問合せ　健康支援課成人保健係　☎757-9764

20年度宝くじ助成事業 胃部検診車が配備されました

介護保険の説明会を行います

問合せ　介護国保課介護保険係　☎757-3757

　市では、今後３年間（21〜23年度）の介護保険の事業
計画を策定しています。事業計画の内容などの説明会を
行いますので、最寄りの会場においでください。

日　　時 会　　場

12月８日㈪
午前10時〜 松之山自然休養村センター
午後２時〜 松代総合センター

12月９日㈫
午前10時〜 水沢公民館
午後２時〜 大井田コミュニティセンター

12月10日㈬
午前10時〜 千手中央コミュニティセンター
午後２時〜 川西高齢者コミュニティセンター

12月11日㈭ 午前10時〜 川治公民館

12月12日㈮
午前10時〜 吉田公民館
午後２時〜 高山コミュニティセンター

12月13日㈯
午前10時〜 下条公民館
午後２時〜 中条公民館

12月15日㈪
午前10時〜 新座コミュニティセンター
午後２時〜 六箇公民館

12月16日㈫
午前10時〜 中央公民館
午後２時〜 中里総合センター

12月17日㈬ 午前10時〜 情報館
12月18日㈭ 午後２時〜 サンクロス十日町

「所得税の青色申告決算書」
作成方法の説明会を行います

問合せ　十日町税務署　☎752-3181

都合のよい会場においでください。

対象 日　　時 会　　場

営
業
所
得
関
係

12月４日㈭
午後１時30分
〜３時

松代総合センター

12月９日㈫

午前10時
〜11時30分

中央公民館
午後１時30分
〜３時

農
業
所
得
関
係

12月３日㈬

午前10時
〜11時30分

千手中央コミュニ
ティセンター

午後１時30分
〜３時

ＪＡ十日町本店

12月４日㈭
午前10時
〜11時30分

松代総合センター

12月５日㈮
午前10時
〜11時30分

中里総合センター

※保護者の承諾を得て掲載しています

よい歯の子 住　所 保護者

本 間 佑
ゆう

一
いち

朗
ろう

（昭和町２） 隆之

蕪 木 一
かず

優
ひろ

（西寺町） 良一

大 平 凛
りん

太
た

朗
ろう

（西浦町西） 克伸

上 原 紀
のり

香
か

（西本町３） 勇一

� 口 力
り

樹
き

（上川町） 貴幸

本 間 遥
はる

菜
な

（猿倉） 久雄

宮 内 理
り

沙
さ

（新座２） 博昭

小 林 由
ゆう

青
せい

（新座４- １） 弘幸

山 田 柚
ゆず

羽
は

（四日町１） 陽輔

西 本 弘
こう

真
ま

（上新田１） 信弘

太 田 　 陽
はる

（馬場１） 則行

俵 山 　 唯
ゆい

（太田島３） 友希

米 山 伊
い

吹
ぶき

（土市２） 育夫

佐 藤 智
ち

萌
ほ

（土市３） 聰

中 野 　 芹
せり

（土市５） 拓朗

髙 橋 愛
あい

知
ち

（坪山） 良征

須 藤 隼
はや

斗
と

（下原） 友由

村 山 　 駿
しゅん

（田沢本村） 宏一

富 井 心
ここ

菜
な

（市之越） 純一

むし歯のないよい歯の子
10月の３歳児健診を受けた子38人
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十日町本庁（代表） 
☎757-3111 

川西支所（市民課直通） 
☎768-4957 

中里支所（市民課直通） 
☎763-3121 

松代支所（市民課直通） 
☎597-2221 

松之山支所（市民課直通） 
☎596-2169 

健康相談・休日救急医・離乳食教室・乳幼児健診の問合せ

2008年12月 December

(ふ) (五)

▼
立
冬
が
過
ぎ
、
河
岸
段
丘
か
ら
見
え
る
越

後
三
山
も
う
っ
す
ら
雪
化
粧
す
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
も
う
少
し
で
冬
本
番
と
思

う
と
来
年
の
春
が
待
ち
遠
し
く
な
り
ま
す
。

十
日
町
の
冬
と
い
え
ば
、
や
は
り
雪
ま
つ
り

で
し
ょ
う
か
。
人
口
５
万
人
規
模
の
都
市
の

中
で
十
日
町
市
が
世
界
一
、
雪
が
降
る
と
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
十
日
町
は
雪

ま
つ
り
発
祥
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。日
本
一
、

世
界
一
を
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
観
光
客
を

呼
び
込
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
本
年
度
は
記
念
す
べ
き
第
60
回
目
の
雪

ま
つ
り
で
す
。
市
民
手
作
り
で
始
ま
っ
た
雪

ま
つ
り
も
日
本
海
側
最
大
級
の
冬
の
イ
ベ

ン
ト
に
成
長
し
、
毎
年
数
十
万
人
と
い
う
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
観
光
客
を
も
て
な
し
、
満
足
し
て
帰
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
次
の

誘
客
に
結
び
付
く
と

思
い
ま
す
。

▼
食
べ
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
な
が
ら

も
、
昨
年
は
都
合
が
悪
く
て
行
け
な
か
っ
た

も
く
ら
く
ぞ
っ
き
そ
ば
ま
つ
り
。
今
年
は

取
材
で
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
思
い
が
け
ず
そ

ば
作
り
や
準
備
を
手
伝
わ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
こ
ね
る
の
は
予
想
以
上
に
力
が
必

要
で
大
変
で
し
た
が
、
地
域
の
輪
に
ち
ょ
っ

と
入
れ
た
気
が
し
て
、
う
れ
し
く
楽
し
く
作

業
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。木
落
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
広
報
に
い
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
け

た
り
、
行
っ
た
こ
と
が
な
い
場
所
に
行
け
た

り
、
や
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
を
体
験
で
き

た
り
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
び

に
、
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
協
力
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。叙
勲
や
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
、

「
周
り
の
人
の
お
か
げ
」
と
口
々
に
話
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
と

お
り
だ
な
、
と
し
み

じ
み
感
じ
る
晩
秋
の

一
日
で
し
た
。

●心配ごと相談
　会場：社会福祉協議会（本所・支所）
　時間：午後１時30分〜４時
 　▽十日町本所　毎週木曜日
 　▽松之山支所　９日㈫　  ▽松代支所　12日㈮
 　▽川西支所　　16日㈫　 ▽中里支所　26日㈮

問合せ　社会福祉協議会　☎750-5010

●高年齢者職業相談
　おおむね45歳以上が対象です
　※23日㈷・29日㈪〜31日㈬は休み
　毎週月〜金曜日　午前９時〜午後５時
　会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）

　おおむね30代半ばまでが対象です　※要予約
　毎週木曜日　午前10時〜午後４時
　会場：本町分庁舎　☎757-3139

●定例行政相談
　毎月第２金曜日　午前10時〜正午
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●行政相談
　【川西地域】16日㈫　午後１時30分〜４時
       　　　　会場：はあとふる川西
　【中里地域】20日㈯　午後１時30分〜３時30分
       　　　　会場：中里支所

●法律相談　電話で市民生活課市民係へ要予約
　毎週木曜日　午後１時30分〜４時 
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●多重債務相談
　電話で市民生活課環境政策室生活環境係へ要予約
　10日㈬　午後１時30分〜４時30分
　会場：十日町保健センター

●消費者相談
　８日㈪・22日㈪　午後１時30分〜４時
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
　11日㈭・25日㈭　午前10時〜正午、午後１時〜３時
　会場：クロス10

●女性相談専用電話
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前８時30分〜午後５時30分　☎757-3701

●日　時　20日㈯　午後２時〜３時

●対　象　幼児・小学生

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　☎750-5100

 どんぐりおはなしのへや

●日　時　11日㈭　午前10時〜11時

●対　象　乳幼児とその保護者

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしたまてばこ

●日　時　２日㈫・９日㈫・16日㈫

　　　　　午前10時〜11時　※16日はクリスマス会

●対　象　３歳未満児とその保護者

●会　場　サンクロス

●申込み・問合せ　中央公民館　☎757-5011

 なかよしランド

●日　時　20日㈯　午前10時〜11時

●対　象　乳幼児〜小学３年生

●会　場　千手中央コミュニティセンター

●問合せ　山田　☎768-3865

 おはなしの会「ふきのとう」

●日　時　13日㈯　午前10時〜

●対　象　園児〜小学３年生

●会　場　中里総合センター

●問合せ　中里公民館　☎763-2493

 おはなしひろば

●日　時　13日㈯　午前10時〜11時

●対　象　乳幼児〜小学生

●会　場　下条公民館

●問合せ　水落　☎756-2254

 ぐりぐらルーム

●日　時　６日㈯・13日㈯ 午前10時30分〜11時30分

●対　象　幼児・小学生

●会　場　加賀書院

●問合せ　加賀書院　☎752-2114

 十日町おやこ劇場〜おはなしてんこもり〜

●ちびっこひろば
　不眠、不安、意欲の低下などで悩んでいませんか。

本人でも家族でも相談できます。

●日　時　10日㈬　午後２時〜４時

●会　場　川西支所

●医　師　信田医師（中条第二病院）

●申込み・問合せ

　健康支援課成人保健係（内線126）または、十日町

　地域振興局健康福祉部地域保健課　☎757-2402

●こころの健康相談

　12月の献血はありません。

●問合せ　健康支援課地域医療係（内線127）

●全血献血

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

中条病院 北原 757-3018

津南病院 津南町 765-3161

たかき医院 土市５ 758-2361

小林内科医院 中町 752-7155

大坪医院 四日町新田２ 757-6100

松之山診療所 松之山 596-2240

富田医院 発電所通り西 761-0200

倉俣診療所 芋川 763-2147

本町クリニック 本町３ 750-1160

たかき医院 土市５ 758-2361

山口医院 下条中央通り 755-2003

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

25日㈭
午後１時
　〜１時30分

20年８月
生まれの

乳 児

10か月児
健診

17日㈬ 午後１時〜２時
20年２月
生まれの

乳 児

１歳６か月児
健診

24日㈬
午後１時
　〜１時30分

19年６月
生まれの

幼 児

２歳６か月児
身体測定

17日㈬
午前９時
　〜９時30分

18年６月
生まれの

幼 児

３歳６か月児
健診

18日㈭
午後１時
　〜１時30分

17年６月
生まれの

幼 児

対象児と内容 開　催　日

２か月〜４か月児
離乳食準備〜初期

３日㈬　　　

６か月〜９か月児
離乳食中期〜後期

16日㈫　　　

会　　場　十日町保健センター

受付時間　午前９時45分〜10時

　　　　　直接会場においでください

持 ち 物　母子健康手帳・

　　　　　筆記用具

７日㈰

14日㈰

23日㈷

21日㈰

29日㈪

●健康相談 保健師による相談

期　日 会　　　場 受付時間

１日㈪・15日㈪ 十日町保健センター 午前9時30分〜11時30分

２日㈫ 川西支所 午前9時〜11時

９日㈫

新座コミュニティセンター 午前9時30分〜11時30分

大井田コミュニティセンター 午後1時30分〜3時30分

川治公民館 午前9時30分〜11時30分

11日㈭
吉田公民館 午前9時30分〜11時30分

山谷集会所 午後1時30分〜3時30分

12日㈮

羽根川荘 午前9時30分〜11時30分

水沢公民館 午前9時30分〜11時30分

平成園 午後1時30分〜3時30分

19日㈮

中条公民館 午前9時30分〜11時30分

北原集落センター 午後1時30分〜3時30分

下条公民館 午前9時30分〜11時30分

上新田自治会館 午後1時30分〜3時30分

22日㈪

松之山支所 午前8時30分〜11時30分

松代支所 午前9時〜11時

中里支所 午前9時〜11時30分

※健康手帳のある人は持参してください

30日㈫

28日㈰

31日㈬

●休日救急医 ●離乳食教室

◎会　場…十日町保健センター
◎持ち物…母子健康手帳、問診票、
　　　　　フッ素塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）
　　　　　視聴覚アンケート（３歳６か月児のみ）
　　　　　着替えやおむつなど必要なもの
◎対象の期日に受診できなかったときは、住んでいる
　地域に応じて本庁または各支所へ連絡してください。
◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りますの
　で、届かない人は本庁へ連絡してください。
◎健診終了時間が遅くなることがあります。ゆとりを
　もって来てください。

●乳幼児健診

16市報とおかまち『だんだん』平成20年11月25日号市報とおかまち『だんだん』平成20年11月25日号17
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上
川
手
歌
舞
伎
保
存
会

　
復
活
後
は
愛
好
会
と
し
て
活
動
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
10
年
に
現
在
の
保
存
会
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
11
年
に
は
合
併
前

の
松
之
山
町
で
無
形
民
俗
芸
能
と
し
て
指
定

文
化
財
と
な
り
、
合
併
後
十
日
町
市
に
引
き

継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
保
存
会
の
会
員
は
50
代
か
ら
80
代
ま
で
20

人
。
毎
月
２
回
、
地
区
の
集
会
所
で
稽け

い

古こ

を

行
っ
て
い
ま
す
。
台
本
は
昔
か
ら
あ
っ
た
も

の
を
使
い
、
２
時
間
ほ
ど
汗
を
流
し
ま
す
。

衣
装
や
舞
台
装
置
、
化
粧
代
な
ど
は
補
助
金

な
ど
も
活
用
し
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
個

人
の
寄
付
や
、
保
存
会
自
ら
の
手
作
り
に

頼
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、「
白し

ら

浪な
み

五ご

人に
ん

男お
と
こ
い
な
せ
が
わ

稲
瀬
川
勢
揃
い
の
場
」
や
「
菅す

が

原わ
ら

伝で
ん

授じ
�

手て

習な
ら
い
か
が
み

鑑
寺
子
屋
の
場
」
な
ど
４
演
目
。
10
月
26

日
㈰
に
行
わ
れ
た
今
年
の
松
之
山
芸
能
祭
で

は
、「
義よ

し
つ
ね
せ
ん
ぼ
ん
ざ
く
ら
つ
る
べ
す
し
や

経
千
本
桜
釣
瓶
鮓
屋
の
場
」
の
公

演
を
行
い
ま
し
た
。
鮓
屋
の
17
歳
の
娘
お
里

を
演
じ
る
の
は
、
座
長
で
女
形
一
筋
で
演
じ

て
き
た
小
野
塚
英
治
さ
ん（
上
川
手
・
87
歳
）。

87
歳
の
小
野
塚
さ
ん
が
演
じ
る
17
歳
の
娘

は
、
芸
域
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
見
る
人
を
引

き
付
け
ま
す
。

　
悩
み
は
後
継
者
不
足
。
理
事
の
一
人
、
福

原
滋
さ
ん
（
天
水
越
・
59
歳
）
は
、「
子
ど

も
た
ち
に
ぜ
ひ
教
え
て
、伝
え
て
い
き
た
い
。

練
習
は
大
変
で
す
が
、
観
客
の
皆
さ
ん
か
ら

拍
手
を
も
ら
っ
た
と
き
は
一
番
う
れ
し
い
で

す
ね
」
と
語
り
、
新
た
な
会
員
の
呼
び
か
け

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　松之山芸能祭で演じた「義経千本桜釣
瓶鮓屋の場」の１場面。舞台装置から照明、
音響もすべて会員が行います。

　地区の集会所で行われる稽古。公演が
近付くと稽古も厳しさを増します。

●
問
合
せ

　
福
原
滋
さ
ん
　
☎
０
２
５
|
５
９
６
|

　
２
１
６
９
（
松
之
山
支
所
市
民
課
内
）

　
松
之
山
上
川
手
地
区
に
江
戸
時
代
末
期
か
ら
伝
わ
る
農
村
歌
舞
伎
。
昭
和
５７
年
に
農
家

を
解
体
し
た
と
き
に
歌
舞
伎
の
台
本
が
見
つ
か
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
復
活
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
市
内
を
は
じ
め
、
日
本
全
国
で
公
演
を
行
い
、
地
域
文
化
の
伝
承
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

87
歳
の
小
野
塚
さ
ん
が
、
17
歳
の
娘
お
里
に
な
る
の
が
、
公
演
前
の
化
粧
の
と
き
で
す
。

公
演
に
は
県
外
か
ら
専
門
の
化
粧
師
が
応
援
に
駆
け
付
け
て
く
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
末
期
か
ら
伝
わ
る
農
村
歌
舞
伎
の
伝
承
を
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